
まちづくりからみた武庫川づくり「5つの戦略」「21 のアクションプラン」目次案            注）明朝体は未稿あるいは未定稿部分  060614 まちづくりＷＧ取りまとめ 田村 
章：5つの戦略 節：２１のアクションプラン 項目：具体案あるいは例示 総合治水条例盛込案 備考 

序：まちづくりと一体

となった武庫川づ

くりに向けて 

はじめに (1)武庫川流域圏の定義(2)川の役割の変化と今後の川づくりの視点(3)調査検討の範囲と流れ 

(4)武庫川の立地特性と変化に富む周辺環境との連携(5)流域の人口減少と土地利用の変化を視野に入

れた計画づくり(6)流域連携の基礎づくりと武庫川を守り育てる仕組みづくり(7)（仮称）武庫川総合

治水条例づくり(8)武庫川づくりのための基礎  

  

０－１：武庫川カルテの整備と公表 (1)武庫川カルテの整備(2)武庫川カルテの公表と活用  ０：武庫川づくりの基

礎の整備 ０－２：武庫川塾データ整備 

 

①武庫川に関わるソフト、ハード資源（人、自然環境、生活環境、歴史・文化、景観等の資源や資産） 

②武庫川塾として扱うデータの収集整理              

      

＊武庫川カルテ図に

まちづくりからの提

案を図示している 

１－１：人口減少等を視野に入れた超長期的土地利用

の見直し 

(1)流域の将来変化合わせたこまめな河川整備基本方針・整備計画のフォローアップを行う 

(2)都市、農村整備と河川政策の一体的対応が必要(3)各市総合計画や都市計画の基本方針等と河川整備

基本方針・整備計画の整合性確保 

        

１－２：雨水の流出増をもたらす開発の規制強化等 

 

(1)都市計画の基本方針と一体化した総合的河川施策が必要(2)防災調整池指導要領及び技術基準の改

正等(3)大規模開発計画等への適切な流出抑制指導 

       

１－３：街区の耐水化と建築の耐水化を促進する 

 

(1)浸水危険区域に対し街区全体としての共同建築化、人工地盤化、地盤嵩上げなどによる耐水街区化 

(2)建替え時のピロティ化、これらの促進のための補助事業制度化  

       

１－４：浸水危険区域対策と土地利用規制 

 

①浸水危険区域に対する都市計画による土地利用規制および建築規制の整備 ②浸水危険区域内建築

物の移転誘導策の検討 ③土砂災害防止法、宅地造成等規制法改正、森林法と連動した危険回避策 

      

１－５：公共公益施設、事務所、工場、マンションな 

    どの新設に合わせた流出抑制施設の整備 

(1)武庫川沿川の諸施設立地に合わせた、多目的遊水地、地下調節池等の設置促進 (2)一時貯留浸透施

設整備の促進 

       

１：流域の土地利用と

川づくりの協力体

制づくり 

１－６：河道狭窄部の拡幅部と都市的対応 (1)武庫川本川における河道狭窄部の現状と課題(2)阪神電鉄橋梁付近河道狭窄部の都市的対策       阪神鉄橋周辺で提案

２－１：流域景観の評価に即した武庫川 100 年の風景 

づくりと沿川景観整備方針づくり 

(1)武庫川 100 年の風景づくりと景観マスタープランの策定(2)武庫川と沿川地域に関わる景観整備の

ための基礎調査の実施(3)残すべき武庫川の流域景観(4)河川と一体となった周辺の歴史・文化的環境の

保全と再生 

     

 

一部カルテで提案 

２－２：田園景観と調和した流域景観の保全と創出 (1)上流域の田園景観と調和した武庫川景観及び田園集落景観の保全と整備       一部カルテで提案 

２－３：渓谷景観の保全と育成 

 

(1)武庫川峡谷（武田尾渓谷）自然景観の保全と育成、渓谷景観を守る活動の推進 

(2)自然公園法による武田尾峡谷の自然公園指定 

     一部カルテで提案 

２－４：都市景観と一体化した景観の保全と創出 

 

(1)三田市中心市街地と武庫川の一体的景観の整備(2)宝塚市中心市街地と武庫川の一体的景観の整備

(3)橋を活かす工夫の提案(4)旧渡し跡の継承と整備 

 

      

一部カルテで提案 

２：武庫川らしい流域

景観の保全と創出 

２－５：武庫川下流域の景観を活用した都市景観整備 

 

(1)下流域における各市におけるこれまでの武庫川の位置づけ(2)各市間で異なる武庫川への景観意識

(3)協調性のある武庫川の景観を創出し都市景観整備の一環としてとらえる(4)協調性のある魅力的な

景観に導くための方策 

     一部カルテで提案 

３－１：高水敷や堤防など線的空間活用の工夫、武庫 

  川と一体となった沿川空間の活用 

(1) 河川空間利用の再考(2)沿川公共施設の公園緑地的活用と河川と一体となった活用方策の検討        

３－２：河川空間利用の見直しにあたり (1)河川空間の利用実態に関する基礎調査の実施(2)河川空間を河川主体の姿に戻す        

３－３：河川と都市の交流促進策として「川まち交流 

    拠点」の整備 

(1)「川まち交流拠点」の整備(2)「川まち交流拠点」の配置方針と整備イメージ． 

(3)武庫川自然学習の場として活用 

     地理交通条件、資源

分布から配置提案 

３：河川空間のあり方

と都市的活用を見

直す 

３－４：武庫川と都市田園水みどりネットワーク整備 (1)武庫川堤防緑化の促進(2)武庫川緑地と市内の水とみどりのネットワークづくり       一部カルテで提案 

４－１：ハザードマップの作成と防災、減災まちづく 

    りの推進  

(1)危機管理の基本的原則   

       

＊住民に分かりやす

い減災目標 

４－２：コミュニティによる自主防災、減災システム 

    の構築 

(1)行政の課題～「武庫川レンジャー」等制度の整備(2)住民の課題～地域防災活動の実践       

４－３：防災ステーション等の整備 

 

(1)整備の目的(2)総合治水における河川防災ステーションの役割(3)河川防災ステーションの配置選定

にあたって(4)防災ステーション候補地の検討 

     一部カルテで提案 

４：住民主体の防災、

減災体制づくりの

促進 

４－４：地域防災計画の水防対策強化 ①水害は起きるものとしての水防対策の強化②流域各市の水防連携の強化        

５－１：武庫川塾ネットの整備 

 

①武庫川塾の整備と上中下流の塾ネットの構築、②武庫川塾を活用した日常的活動の情報発信と連携 

③武庫川文化の共有化施策、イベント、祭り、地産地消活動 

      ５：流域連携による武

庫川づくりの推進 

５－２：武庫川学、武庫川学会等 

    流域総合治水を推進する総合治水条例作り 

    武庫川総合窓口設置 

①武庫川と流域に関わる人、もの、こと等の情報収集、情報発信、調査研究、教育 

②武庫川流域の総合治水及び武庫川づくりを推進するための総合治水条例（武庫川条例）の検討と制定 

③沿川自治体における武庫川に関する総合的窓口の設置 

 

      

＊流域災害基金創設

 

＊注：まちづくりＷＧとして強く提案したい項目を網掛けで表示する 
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